
実 施 年 度 令和４年度

事務事業名 担 当 課 名 学校教育課

【Do】　実施・実行 【Check】　点検・評価

■具体的取組 ■成果指標の具体的検証結果

■インプット（投入金額等）

　事業費等

■アウトプット（数量等）

　実施回数等

※ＫＰＩ … 重要業績評価指標。Key Performance Indicatorの略。アウトカムの達成度を具体的に示す指標（数値）をいう。

○全体　2,211千円
【主な内訳】
　・報償費　 1,446千円
　・旅費       119千円
　・需用費　   221千円
　・役務費　    39千円
　・委託料     386千円

■成果指標（アウトカム・ＫＰＩ） ※

【目標値】
〇出席率の向上　80%以上
（算定式）出席児童数/登録児童数
（根　拠）R2実績（全3校平均）76.1%
　　　　　R3実績（全3校平均）71.5%

【達成値(R4実績値)】
〇R4実績（全3校平均）68.1%

　学校名　　　 実施回数　 出席率
〇引田小学校 　 8回　　　　62.5%
〇白鳥小学校　  8回　　　　70.5%
〇大内小学校　  9回      　71.2%
　平均　　　　　　　　　　 68.1%
　(前年度平均)　　　 　　 (71.5%)

　市内3小学校の全学年を対象として、当
初は年間10回実施する計画であったが、新
型コロナウィルス感染症拡大防止に伴う中
止等のため、引田小学校8回、白鳥小学校8
回、大内小学校9回に開催回数が減少し
た。

　令和3年度に引き続き、大学や高校等と
の連携による学習、地域ボランティアによ
る体験活動や創作活動、各種団体による学
習会など、外部人材による体験型の活動を
中心に授業を実施し、幅広い内容の活動を
体験、学習することができた。また、大学
生による食育の授業やボッチャ体験、高校
生による英語や理科実験の授業、中学校部
活動部員の指導者としての参加など、校種
間の連携を通して、異世代の交流を図るこ
とができた。

　全3校の参加登録者数の割合は65.9%、出
席率は68.1%であった。

　令和3年度と比較して実施回数は増加し
たが、出席率はやや下降気味である。出席
率低下の要因としては、スポーツ少年団活
動や塾への参加などが考えられる。

■目的 ■検証結果を受けての具体的対応

　小学校における土曜日の過ごし方に焦点
を当てて、学校週5日制の本来の目的と児童
の学力、体力・運動能力の現状、新学習指
導要領への対応を勘案し、土曜日の有効な
活用を図る。また、子どもたちに社会体験
や自然体験などの様々な活動を経験させ、
地域の方々への感謝の心、また、自ら学び
自ら考える力や豊かな人間性、たくましく
生きるための健康や体力などの『生きる
力』を育むことも目的としている。

  市内全3校で、引田小学校8回、白鳥小学校8
回、大内小学校9回実施

・スポーツ教室（スポーツ推進員）
・大学生による授業（鳴門教育大学）
・発明工作教室（香川県発明協会）
・防災プログラム（市社会福祉協議会）
・焼き芋大会（白鳥コミュニティ協議会）
・グランドゴルフ（本町コミュニティ協議会、
　三本松明生クラブ、白鳥老人会）
・キッズイングリッシュ、サイエンス教室（三
　本松高校）
・ドローン教室（三本松地区活性化協議会）
・部活動体験（中学校）

（インプット・アウトプットに対するアウトカムの
達成状況はどうか、また、達成できていない場
合の原因は何なのか等の検証結果を具体的
に記載）

  引き続き、鳴門教育大学、三本松高校、
スポーツ推進員等関係機関と連携を図りな
がら、家庭や地域・学校が連携して子ども
たちの教育に参画できるような取組みを推
進していく。
  また、小中一貫校の強みを生かして中学
生を講師として迎えたり、その他地域ボラ
ンティア等の外部講師をが主体となって、
児童が楽しみながら学習できるような魅力
のある活動になるよう活動内容を見直し、
新たな事業展開を行う。

ＰＤＣＡチェックシート

土曜日授業運営事業

【Plan】　計画 【Action】　処置・改善


